
 

 

 

 

 

 

 

 

響かせよう 合唱コンクール♪ 

 

副校長 大内雅代 

 

１０月となり、学校は後期に入りました。１１月１日の合唱コンクールに向け、校

内では歌声が聞こえてきています。  

前期を振り返ると、体育館での始業・終業式、校歌をみんなで歌う、３年生修学旅

行、２年生鎌倉遠足、保護者参観のある体育祭、体育館での集会や生徒会役員選挙と、

これまで新型コロナウイルスの感染拡大防止のために中止や縮小とされていた学校行

事ができるようになってきました。本校でも新型コロナウイルス感染症に関連したお

休みはありましたが、感染拡大にいたらず学級閉鎖はありませんでした。このことは、

マスクの着用、手洗い・手指の消毒、日々の健康観察、体調が悪いときには学校を休

むなど、生徒みなさんの予防行動と保護者のみなさまのご協力によって成しえたこと

だと思います。全国的に感染者数の増減は続いており、引き続き予防行動は必要です

が、授業で学び、様々な行事に取り組めることは、当たり前のようでそうではないこ

とも少し意識しながら、日々を大切に過ごしていきましょう。  

 各クラスで合唱の練習が続いています。多くの生徒が、個人で歌をうたったり聴い

たりすることは好きだと思います。「合唱コンクール」となるとどうでしょうか。“合

唱”ではパートがあり、集団でハーモニーを奏でます。“コンクール”ですから発表が

あり評価もされます。そのために、よりきれいな合唱になるよう練習をしてきました

ね。よりきれいな合唱になるために仲間との協力・努力が必要ですから、個人で歌う

のとは違い、前向きになれない時や悩んだ時もあった

かもしれません。そんな中、練習できるのもあと３日

となりました。仲間にアドバイスや励ましを伝える思

いやり、仲間のアドバイスや励ましを素直に受けとめ

る優しさで合唱を楽しめるようになり、クラスのハー

モニーを響かせてくれることを楽しみにしています。

保護者のみなさま、各家庭１名ではありますが、生徒

たちの励みになりますので、ぜひ参観にいらしてくだ

さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１０月２６日  

横浜市立左近山中学校  

校長   神林  康之  

№ ６ 

 

左近山中学校 学校教育目標  

～優しさ、思いやりを柱に～ 未来を創る力の育成  

       ・学力向上（知）  

       ・健やかな心と体（徳・体）  

       ・社会の一員としての自覚と責任（公・開）  

 



１年代表委員会 

２年代表委員会 

３年代表委員会 

生徒会本部役員選挙 
令和５年度の生徒会本部役員選挙が行われました。本年度は久しぶりに体育館にて立会

演説会を開くことができました。生徒会長候補１名、副会長候補２名、会計候補２名、書

記候補２名の合計７名が全校生徒の前で左近山中学校への熱い想いを語り、また生徒たち

はそれらの話を真剣に聴き、次の世代の左近山中学校の代表者を選びました。結果、立候

補者７名全員が当選し、令和５年度の生徒会本部役員が決定しました。  

振り返ると立候補者たちは夏休み明けから選挙に向けた活動をはじめ、ポスターの作成、

立会演説会の原稿作成、演説の練習など多くの努力を積み重ねてきました。充実した準備

のかいがあって、演説は非常に堂々としたものだったように思います。  

今回選ばれた生徒たちが次の世代の左近山中学校の代表として、自ら掲げた公約実現に

向け最大限努力し、そのことを通して学校を今よりもさらに充実した学び舎にしてくれる

ことを期待しています。また選挙の運営を裏で支えた選挙管理委員会のみなさん、たいへ

んお疲れさまでした。                  （生徒会本部役員選挙担当） 

 

 

 

 

 

 前期は学年集会、学年レクの運営、学年・クラスをよりよくしていくための話し合

いを繰り返し行いました。特に“「２分前着席」を定着させるためにはどうしたらよい

か”をクロームブックで学年全体にアンケートを募りました。その意見をもとに、各

クラスにタイマーを設置し、落ち着いて授業に臨める姿勢が定着してきました。後期

も、学年・クラスで嫌な思いをしている人がいなくなるように話し合いを重ね、学年

をよりよくしていきたいと思います。  

 

 

 前期は、毎月の目標決めと振り返りを通して、学年・クラスのことをじっくりと考

えました。評議会や選挙管理委員会の活動にも参加し、学びの多い半年間になりまし

た。最後の振り返りでは「意見を言うことの大切さや話し合いを進める難しさを学ん

だ」「周りを見ることができた」というコメントが多くあり、一人ひとりが自分の成長

を実感できたように思います。  

 後期は、メンバーや役職も変わり、新しい体制でのスタートになりました。「前期の

反省を活かしたい」「新たなことにチャレンジしたい」と意気込んでいます。  

 

  

３年代表委員会では、「より良い学年を目指すこと」と

「３年生という立場への自覚と信頼」を大切にしながら活

動しています。前期は、クラスや学年の状況に合わせた月

目標の設定、定期テスト予想問題の作成や学年集会の運営

など、昨年度から引き続き行ったことに加えて、「テスト

前啓発ポスター」や意見箱へのお返事掲示などにも取り組

みました。 

 後期は、進路決定に向けて集中できる環境づくり、そし

て卒業に向けて「この学年でよかった」と思うことができ

る雰囲気づくりを目指して７名で活動に励みます。  

 



保健安全委員会 

美化委員会 

図書委員会 

視聴覚委員会 

 

 

保健安全委員会では一年を通して、生徒の安全のため、毎週火曜日に水質検査を行

っています。また、トイレ・流し場の点検と石けん補充も行っています。行事では、

６月の体育祭で救護係として活動しました。後期は学校保健委員会があります。ここ

では、「自分でつくる、頑張れるからだ」をテーマに管理栄養士の方のお話を聴き、委

員会活動に役立てていきたいと思っています。日常活動では、引き続き毎月の目標を

立てたり、教室の換気に気を配ったりと活動していきます。  

 

 

美化委員会では、前期に花壇の管理や花壇に植える花のアンケートを行いました。

また、夏休み前の前期大掃除を計画しましたが、新型コロナの感染拡大予防のため、

残念ながら実施することはできませんでした。日常の美化用具の管理等も含め、様々

なところで頑張る姿が見られました。後期は、前期行った花壇に植える花のアンケー

ト結果から、リクエストの多かった花を植えて、水やり等を行っていきます。美化委

員として学校の美化や環境面に今後も積極的に取り組んでいく予定です。  

 

 

前期の図書委員会は、毎日の開館当番のほかに、５月には子ども読書の日の放送、

夏休み前は夏季図書館イベントを行いました。「貸し出し人数を増やす」という年間目

標達成のために、しっかりＰＲして来館人数を増やそうとポスターを作成したり、プ

レゼントを用意したりした結果、多くの人に来館してもらうことができました。後期

は、１月にはまっこ読書の日のイベントがあります。日々の開館当番のときに図書室

の整備を進めながら、はまっこ読書の日の準備をしていく予定です。  

 

 

前期の視聴覚委員会は、「ENJOY ラジオ」のスローガンのもと、誰もが聞いて楽しい

放送を目指し、活動しました。中でも力を入れて取り組んだのが、お昼の放送中に新

たな企画を取り入れることです。「ことチャレ」（今年中にチャレンジしたいこと）を

全校生徒にアンケートし、昼の放送で紹介したり、「プロフェッショナル委員長の流儀」

（各委員会委員長へのインタビュー）では他の委員会とコラボしたりと、様々なこと

にチャレンジしました。後期の視聴覚委員会も、日々の活動を丁寧に行いながら、新

企画を中心に、自ら考え、行動し、楽しい放送を目指す活動を行いたいです。  

 

前期期末試験も終わり、本年度も文化祭のシーズンがやってきました。本年度は  

武道場での展示発表が１０月３１日（月）  

体育館でのステージ発表が１１月１日（火）  

にそれぞれ行われます。  

 文化祭に向け、各クラス、リーダーたちを中心に準備を進めています。本年度から全学

年で合唱コンクールとなり、最近では豊かかつ美しい声が校舎に響いています。本番まで

あと１週間となりました。今までの成果が存分に発揮された展示・発表を創り上げてほし

いと思います。  

 本年度は保護者の皆様にも体育館にて合唱を鑑賞いただけます。１０月１２日に鑑賞に

関するお知らせを配布させていただきました。当日は感染症対策を十分に行ったうえでご  

来校いただけますよう、よろしくお願いいたします。         （文化祭担当） 

文化祭にむけて  



 

１０月１３日、三ッ沢競技場にて合同体育祭が開催されました。３年ぶりというこ

とで、全学年の生徒が初めての体験でした。コロナ以前の形とは違い、横浜市全校を

４つのブロックに分けての開催でした。会場に到着したときは、ここまで大きな本格

的な競技場だとは思ってなかったようで、「ここでやるの？」と少し不安そうでした。

しかし、競技がいよいよ始まるというときには、「行ってくる！」と頼もしい姿で招集

場所に行き、日々の練習の成果を発揮しようと、みんな一生懸命に競技に参加できま

した。そして、声の限りの応援を自分の学校の生徒に向けてだけでなく、他のどの学

校の生徒に向けてもしていたことが、何より素晴らしかったです。競技後は、記録が

伸びず悔し涙を浮かべる子、楽しかったと笑顔の子、

来年の出場種目を今から決めている子、思いは様々で

した。しかし、どの子にも左近山中学校の代表として

参加できたことへの誇りは感じてくれたように思いま

す。そして、目標に向かって努力することの大切さも

同時に学んでくれたはずです。この経験を今後の活動

に生かし、学校生活を自分の力で楽しく充実したもの

にしてほしいと思います。      （個別級担任）  

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度の卒業証書授与式は、令和５年３月８日（水）

に決定しました。詳細につきましては、近くなりましたら

プリント等にてご連絡いたします。  

 

 

 

 

４月に配付しました就学援助申請書類ですが、年度の途中でも２月まで随時受けつ

けています。申請される方は担任または事務室まで書類を御提出ください。また、申

請書が必要な場合は事務室までお問い合わせください。  

 


